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環境・福祉活動

松江支店を新築移転しました

山陰しんきん事業承継パートナーシップを発足

　2020年8月11日(火)、松江支店を新築移転オープンいたしました。松江
駅前の利便性の良い位置に十分な駐車場を確保し、全自動貸金庫の設置
など施設の大幅な充実を図った店舗となっております。

　2020年8月21日(金)、山陰地区6信用金庫、信金キャピタルおよび信金
中央金庫は、中小企業・小規模事業者への事業承継支援の強化を目的とし
て「山陰しんきん事業承継パートナーシップ」を発足させました。
　信金中央金庫等が有する外部専門機関の機能を活用することに加え、山
陰地区6信用金庫が相互に連携を強化し、お取引先の円滑な事業承継をサ
ポートしてまいります。

コロナ対策支援「家賃支援給付金・雇用調整助成金セミナー」を開催しました
　2020年8月5日(水)6日(木)、島根県よろず支援拠点のご協力のもと
「家賃支援給付金・雇用調整助成金セミナー」を大田市・出雲市にて開催し
ました。
　コロナ禍で影響を受けている地域の事業者を支援するため、標題の給付
金・助成金等についてわかりやすく解説していただきました。

川本支店を旧石見川本駅舎へ移転しました
　2020年7月20日(月)、川本支店を旧JR(三江線)石見川本駅舎内に移
転いたしました。建物外観は以前の駅舎の趣を残しつつ、地元資源を有効
に活用させていただくことで、駅前のにぎわい維持や地域活性化に貢献し
たいと考えております。

～地域貢献への取組～

献血活動の実施（本店) 出雲大社八足門内の清掃活動 石見銀山公園の清掃活動
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理事長　　福  間　 均

2020年度上半期の業績

ごあいさつ

預金積金の状況

　平素より「中央しんきん」をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。  
　この度、皆さまに中央しんきんをより一層ご理解いただくために「ミニディスクロージャー誌
2020年度上半期」を作成いたしましたのでご高覧ください。     
　今後とも地域のお客さまから信頼される存在であるよう役職員一同尽力してまいりますので、
より一層のご愛顧とご支援を賜りますようお願い申し上げます。    

※記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております

預金積金残高は、個人のお客さまおよび法人のお客さま、いずれも順調に増加したことにより、前期比208億
54百万円増加（増加率9.51％)の2,399億5千万円となりました。

貸出金の状況 貸出金残高は、地域のお客さまの資金ニーズに積極的にお応えしたことで、前期比131億21百万円増加（増加
率10.73％）の1,353億4千万円となりました。

有価証券の状況 お客さまからお預かりしている資金の一部は、有価証券で運用しております。
引き続き、有価証券等のリスク管理の高度化を図り安全な運用に努めてまいります。

預金積金の推移

（単位：億円）

その他有価証券で時価のあるもの

満期保有目的の債券で時価のあるもの

(単位：百万円)

(単位：百万円)
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1.2020年9月末の｢評価差額｣および「含み損益」は2020年9月時点の貸借対照表計上額 
  （償却原価法適用後）と時価との差額を計上しております。
2.時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
3.上記の｢その他｣は、外国証券及び投資信託等です。
4.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

(注)
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14.0%

各種
サービス業
13.7%

卸・小売業
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有価証券の内訳
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合計
96,831百万円
（2020年9月末）

決算損益の状況

自己資本比率の状況 不良債権の状況
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※「コア業務純益」とは、業務純益から有価証券の売却等損益と
　一般貸倒引当金繰入額を控除した中核となる収益
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経営の健全性を示す自己資本比率は、順調な利益の蓄積によ
り前期比0.6ポイント上昇し、9.29％となりました。なお国内
基準の4％を大きく上回っており健全性に問題はありません。

売上高にあたる経常収益は前年同月比24.84％増の24億32百万円、経常利益は前年同月比22.74％増の５億57百万円、当期純利益は
前年同月比21.63％増の5億23百万円で、４期連続の増収、2期連続の増益となりました。本業の収益力を示すコア業務純益は前年同月比
84.18％増の665百万円となりました。投資信託の中途解約益を除くコア業務純益についても６期連続増益の400百万円となり、いずれ
も過去最高益となりました。

不良債権の82％は担保や保証、貸倒引当金により高い保全率でカ
バーされ、残り18％は自己資本で十分カバーしており健全性に問題は
ありません。また当庫では可能な限り再生支援することを第一として
いることから、積極的な不良債権比率の引下げは行っておりません。

■ 自己資本の額および自己資本比率の推移

（単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：％）

2020年9月末現在

危険債権 8,265 (単位：百万円)

自己資本の額（左軸） 自己資本比率（右軸）

債権の区分
金融再生法上の不良債権（A）

合　計 (B)

破産更生債権およびこれらに準ずる債権
危険債権 
要管理債権
正常債権 

2020年9月末
11,029
987

8,265
1,776

126,326
137,355

保全額  （C）

保全率（C）/（A）

担保・保証等 
貸倒引当金 

9,080
7,371
1,709
82.32

要管理債権
1,776

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

987

正常債権
126,326

不良債権比率（A)/（B) 8.02%

10,065

■ 金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況

国内基準
4％

4

　破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻
に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ず
る債権（以下、破産更生債権等という）です。 

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権

　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政
状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元金
の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債
権です。   

■危険債権

　自己査定において要注意先に区分された債務者
に対する債権のうち、3カ月以上延滞債権及び貸出
条件緩和債権に該当するものをいいます。 

■要管理債権

　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がな
い債権であり、破産更生債権等、危険債権、要管理
債権以外の債権をいいます。

■正常債権

1,353億円

2,399億円
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担保・保証等 
貸倒引当金 

9,080
7,371
1,709
82.32

要管理債権
1,776

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

987

正常債権
126,326

不良債権比率（A)/（B) 8.02%

10,065

■ 金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況

国内基準
4％

4

　破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻
に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ず
る債権（以下、破産更生債権等という）です。 

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権

　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政
状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元金
の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債
権です。   

■危険債権

　自己査定において要注意先に区分された債務者
に対する債権のうち、3カ月以上延滞債権及び貸出
条件緩和債権に該当するものをいいます。 

■要管理債権

　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がな
い債権であり、破産更生債権等、危険債権、要管理
債権以外の債権をいいます。

■正常債権

1,353億円

2,399億円
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環境・福祉活動

松江支店を新築移転しました

山陰しんきん事業承継パートナーシップを発足

　2020年8月11日(火)、松江支店を新築移転オープンいたしました。松江
駅前の利便性の良い位置に十分な駐車場を確保し、全自動貸金庫の設置
など施設の大幅な充実を図った店舗となっております。

　2020年8月21日(金)、山陰地区6信用金庫、信金キャピタルおよび信金
中央金庫は、中小企業・小規模事業者への事業承継支援の強化を目的とし
て「山陰しんきん事業承継パートナーシップ」を発足させました。
　信金中央金庫等が有する外部専門機関の機能を活用することに加え、山
陰地区6信用金庫が相互に連携を強化し、お取引先の円滑な事業承継をサ
ポートしてまいります。

コロナ対策支援「家賃支援給付金・雇用調整助成金セミナー」を開催しました
　2020年8月5日(水)6日(木)、島根県よろず支援拠点のご協力のもと
「家賃支援給付金・雇用調整助成金セミナー」を大田市・出雲市にて開催し
ました。
　コロナ禍で影響を受けている地域の事業者を支援するため、標題の給付
金・助成金等についてわかりやすく解説していただきました。

川本支店を旧石見川本駅舎へ移転しました
　2020年7月20日(月)、川本支店を旧JR(三江線)石見川本駅舎内に移
転いたしました。建物外観は以前の駅舎の趣を残しつつ、地元資源を有効
に活用させていただくことで、駅前のにぎわい維持や地域活性化に貢献し
たいと考えております。

～地域貢献への取組～

献血活動の実施（本店) 出雲大社八足門内の清掃活動 石見銀山公園の清掃活動

島根県観光キャラクター
「しまねっこ」
島観連許諾第6466号

Mini Disclosure
ミニディスクロージャー誌
［2020年4月1日～2020年9月30日］

2020 上半期

国立公園三瓶山


